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安全第一
アトラスコプコは取材スタッフの安全のため、全世界の、あるいは各
地域の安全規則、法令をすべて遵守しています。
この本の写真のいくつかは取材中の現場状況によりスタッフのコント
ロールを超えた中で撮られました。アトラスコプコの製品を使ってい
る顧客は安全性を第一に考慮し、現場では危険を避けるため適切な
保護器具、例えば耳栓、サングラス、ヘルメットなどを身に付けるこ
とを要求されます。
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アトラスコプコ サーフェスドリル事業部の油圧式
クローラドリル製造工場は、スウェーデン・中国・イン
ド、そして日本の横浜にあります。今回はその横浜
工場についてご紹介させて頂きます。
横浜工場は、1952年に東京流機製造㈱として

東京都大田区蒲田の地で創立しました。当時の主
な製造製品は、圧縮空気をエネルギーとした空圧
式クローラドリルでした。

22年後の1974年に大田区蒲田から横浜市
（現所在地）へ工場移転し、翌年の1975年に米
国インガソールランド社の出資を受け、同社の傘下
となり油圧式クローラドリルの開発・製造を開始しま
した。

29年後の2004年に現在の社名であるスウェー
デンのアトラスコプコ社の一員になり、同社日本法
人アトラスコプコ㈱サーフェスドリル事業部・横浜工
場として今日に至っています。
横浜工場は、ISO9001品質管理マネジメントシ

ステムを1993年に、ISO14001環境管理マネジメン
トシステムを2006年に認証取得しました。そしてこ
の管理マネジメントシステムを有効に活用して日々
お客様に好まれ・信頼される製品作りに鋭意努力
しております。
更に、2011年には、OHSA18001マネジメントシ

ステム（安全衛生管理）の認証取得に向けて準備
中です。
又、最近の製品では、2009年にアトラスコプコの

コンセプトに則って開発したROC T35M に続いて、
2011年にはPower ROC T25と Power ROC T30
を市場導入します。
勿論、この機械の基本デザインは、お客様に“サ

ステイナブルな生産性を約束します”です。即ち、お
客様に”より多くの利益をもたらす”為にこれらの新
機種が援助します。
その為に、操作性・整備性を特に重要視してい

ます。例えば機械的な不具合が発生した時でも最
短時間で、しかも最小の費用で生産ラインへの復
帰ができるようなデザインとなっています。又、定期
整備時に交換する油類が大地に飛散しないような
環境にも優しい設計に注力しています。
これから益々重要となる環境に適した油圧ク

ローラドリルを最大の課題とし『サステイナブルな製
品をお客様に提供する』為に、日々 探求を続けてま
いります。

アトラスコプコ㈱ サーフェスドリル事業部
事業部長　東田松見
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スウェーデン最大規模の土木プロジェクトに 
グランドエンジニアリングの専門家たちは、エレメックスを採用

皆が寝静まったあとに...
ストックホルムで新しいシティライン鉄道の建設が進み、スウェーデンはいつも注目の的です。 
しかし、人知れず皆が寝静まっているなか、土木工事はひっそりと、しかし着実に 
遂行されています。
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スウェーデンの首都、ストックホルム中心部に
建設中のシティラインは、人々の期待が集まった
新しい鉄道システムとして、今注目されています。
人々の関心は当然と言えば当然でしょう。 この
大規模鉄道拡張計画は国内史上初めてのこと
であり、またそれにより通勤・通学の交通手段が
大きく改善されるからです。

M&Cの読者のなかにはシティライン計画と、
新規に予定されている6kmに及ぶトンネル建設
にアトラスコプコがいかに貢献しているか、既に
ご存知の方もおられるでしょう。しかし一般の人
たちには、人知れず活躍する土木業者達のこと
は、ほとんど知られることはありません。
グランドエンジニアリング専門のヘルキュール・

グルンデグニング社（NCCグループ）と掘削専門
のテラメック社は、ストックホルム南部のヴェストベ
ルガに於いて、250mに亘る軟弱地盤の補強工
事を共同で行なっています。そこは従来の線路
の上に、新しいシティラインが走る1.4kmの橋が
できる予定の場所です。 

工事内容は、新しい橋建設の際に、既存の
線路を保護するための覆いとして設置される、
巨大な保護シールド用の杭の打ち込みです。当
然のことながらプロジェクト発注者は、現在の線
路近辺の脆い地盤の安定を確保することを要
求しています。 

エレメックスの登場

答えはエレメックスにありました。アトラスコプコ
独特のオーバーバーデンさく孔システム、エレメッ
クスは、軟弱層、氷河堆石層にも難なく直杭を打
ち込むことができ、既に土木業界で素晴らしい
実績を上げています。
エレメックスシステムはケーシング内のロッドが
回転することにより、パイロットビットとリングビット
が回転し掘削します。打撃はパイロットビットの後
方に装着されているDTHハンマにて行ないます。
この新しいアトラスコプコ・テラノックス 8 DTH ハ
ンマは（P5 テラノックスハンマ 参照）、低圧縮空
気でも効率良く作動するので、地盤への影響を

最小限に抑えることができます。 
「エレメックスを使っているのは、このような難し
い状況の中で、他のどのビットよりシンプル且つ
効率よく働いてくれるからです」現場エンジニア
のヨハン・ブラムファルク氏は語ります。「水圧によ
るシステムも使用してみました。結果は良好でし
たが、沢山の装置と余分な作業時間がかかりま
した」　「アトラスコプコのエレメックスシステムの
デモを見て、これこそが問題解決の鍵だとピンと
来ました。圧縮空気を使ってはいますが、パイロッ
トビットの形状により圧縮空気が周りに逃げるこ
とはありません」
パイロットビットは、リングビットが溶接された

ケーシングの中を自由に回転します。パイロット
ビットの特殊な空気流路により、空気とくり粉はす
べてケーシング内を通ります。
さく孔は既存の線路のすぐ近くで行なわれる
ため、工事業者は一晩に4時間（終電後の12時
～4時まで）の作業しか行なうことができません。

真夜中のドリリング：上 , 限られた時間内で作業するエンジニア ; 右上 , 現場エンジニア　ヨハン・ブラムファルク氏とエレメックスさく孔システム ; 右下 ,
新しいシティライン鉄道橋建設のため既存の線路を保護する
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軟弱地盤に最適な新テラノックスハンマ 
（Terranox Hammers）
アトラスコプコは高い安全性と安定したさく孔が要求される地盤用にデザイン
されたDTH（ダウンザホールハンマ）の新シリーズの発売を開始しました。

テラノックスと名づけられたそのハンマは、既存の構造物に影響を与えるおそれのある
高圧空気の使用が制限されているストックホルム市鉄道プロジェクト（左記事）等の都市の
工事に適しています。
低圧空気のドリリング作業でもパフォーマンスを最大

限に活かせるよう開発されたテラノックスハンマは、実
績のあるDHDビットと汎用性のあるフロントチャックデ
ザインを採用しています。全てのテラノックスハンマには
ドリリングパフォーマンスやホールクリーニングを最大限
に活かせるようチョークプラグが取り付けられています。
一部のハンマにはケーシングライフを延ばすリバーシブ
ルケーシングタイプを採用しており、オペレーションコスト
も低く抑えられます。

二重管ドリリングシステムとしては実績のあるシンメト
リックス（Symmetrix）、エレメックス（Elemex）、オーデッ
クス（Odex）と組み合わせて使用できます。また、ムスタ
ングドリルリグやユニグラウトとセットすることにより、基礎
工事業者にとって最高のパッケージ商品になります。

エレメックスシステムの仕組み

エレメックスシステムは圧縮空気を周辺
地盤に直接当てないので、周りに空気が逃
げるのを最小限に抑えます。圧縮空気はパ
イロットビットの表面から、リングビットの
内側の壁に当たり、ビット表面を流れてい
きます。
このようにして、圧縮空気は周辺地層に
逃げることなく、ビット表面を効率よくフ
ラッシングします。
リングビットはさく孔エリアを保護し、フ
ラッシング溝の空気の流れを保ちます。パ
イロットビットのフラッシング溝の形状は、
さく孔効率をよくするため、サイズにより異
なります。エレメックスは不安定な地層や、
都市部の軟弱地盤さく孔に最適なシステム
です。

ブラムファルク氏は続けて、「これが、早く効
率的に作業を行なわなければいけない理由で
す。エレメックスのおかげで進捗状況は上々で
す。今回のような特殊な条件下においても、わず
か200mの間に480本もの杭を打ち込むことがで
きました」と話します。
さく孔径 244.5 mm 、さく孔長 8～30mで、 

30mの長孔には6本のパイプを要します。パイプ
は溶接して継ぎ足します。

2017年にはヨーロッパで最も近代的な旅客
用鉄道システムが、スウェーデンに姿をあらわす
ことでしょう。   

脚注：新しいシティラインはストックホルムを通る輸送
能力を倍にし、ストックホルムばかりでなくスウェーデン
全土に、より本数の多い、正確で速い鉄道網を広げる
ことでしょう。この国内最大のインフラ計画は、総工費
18億ユーロで2017年に完成予定です。

>>>>>  新商品と進展 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

最適な解決策：アトラスコプコの新テラノックスハンマは都市部における既存の 
構造物を保護しながら軟弱地盤をさく孔するのに最適です

新発売されたテラノックスハンマには
さまざまなサイズがあります。
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	 	 x

注目を浴びる　アイティック鉱山

特徴： このドリルリグは同じコントロールシステムを使用しており、操作の統一性が大幅に改善されます。

Pit Viper 351E SmartROC D65
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	 	 x

注目を浴びる　アイティック鉱山
せん孔技術に焦点をあてた 
ヨーロッパ最大の露天掘り銅鉱山が順調に拡大

大規模な投資やスウェーデン鉱山技術者の努力、先進的な 
せん孔技術によって支えられ、ボリデン社のアイティック鉱山は順調に 
拡大しています。 
ヨーロッパ最大の露天掘り銅鉱山の様子をM&Cがレポートします。



8 マイニング＆コンストラクション  –  2011／No.1

アイティック鉱山で活躍する 4台の 
Pit Viper 351E ドリルリグのうちの 1台 :  
アトラスコプコのリグコントロールシステム （RCS） は、
自動化、安全性、情報共有化に大きな進歩を 
もたらしました。
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全長3km、深さ430m、そして幅1kmにも及ぶ
スウェーデン北部のアイティック鉱山は、控えめ
に言っても「ずばぬけて」います。 
しかしそれは単に、エンパイアステートビルが
すっぽり入ってしまうという深さや、桁外れの大き
さというだけではありません。原石に含まれる銅
の割合がわずか0.25％に過ぎないにも関わらず、
鉱山の採算が取れているのです。
この背後には、大規模生産と非常に効率的
な採鉱機器が存在することを物語っています。
ラップランド地方ガリヴァレの郊外に位置する
アイティック鉱山は、銅、銀、金鉱を現在の年間
1800万トンから2014年には3600万トンへと生産
倍増を計画しています。そして今フルスピードで
この目標達成に向っています。

思い切った決断

ボリデン社が2006年に下した、世界的な経済
不況のさなかにあっても事業を拡大する、という
大胆な決断が功を奏しました。6億ユーロ（2006
年当時約870億円）という莫大な予算をかけて、
数々の最新鋭の機器を購入しました。この中に
はアトラスコプコの最新式ロータリドリルやDTHド
リル、345トンの鉱山用ダンプも入っています。ま
たボリデン社は新しく選鉱プラントも設営しまし
た。 
アイティック鉱山から南に1kmほど離れた場
所に設けられた同様の機器を使ってすでに採
鉱されているサルミエルビという小規模な鉱山を
足がかりに、近い将来更に事業に拍車をかける
予定です。
ボリデン社が所有・使用する4台のPit Viper 

PV-351E ロータリードリル、そして鉱山掘削を請
け負っているNCC社所有・使用の SmartROC 
D65と ROC L8　計6台が430mレベルのメイン
切羽、拡幅、新しい切羽の3箇所で使われてお
り、効率と機動性は最重要項目です。

4台のPit Viper は生産用孔を、ROC L8 と
SmartROC はダウンザホールを使って、プレスプ
リッテング孔のさく孔を行なっています。

Pit Viper PV-351E は、その進んだコミュニ
ケーションとオートメーションの技術を武器に、
15mベンチに、さく孔長17～20m、口径311mm
のさく孔をしています 

オペレータの選択

ボリデン社生産・サービス部門監督のピー
ター・パロ氏は「数あるドリルリグの中からPit 
Viperを選択したのには、2つの大きな理由があ
ります。1つは、米国のアトラスコプコを訪れた際
に同行したオペレータが試運転した評価です。
オペレータの評価は非常にはっきりしていました。
彼らはPit Viperの人間工学に基づいた操作性
が気に入ったのです。もうひとつは、GPSシステム
やオートトラミング、ワイヤレスコミュニケーションと
いったPit Viper の機能です。現在市場にあるド
リルリグの中で最も進んでいるとの結論に達しま
した」と語ります。
アイティック鉱山で現在採用している先端的

な機能として、GPSとさく孔計画に照らし合わせ
てリグの正確な場所を教えるホールナビゲーショ
ンシステム、そして鉱山のさく孔計画をドリルリグ
に直接送るワイヤレス伝達システムがあります。
ロータリ式リグPit Viperが持つもう一つの生

産性に貢献する機能は、ドリルタワーをわずか5
分で倒すことができることです。「これをやるのに
今までのリグでは1シフトかかったこともあります」
パロ氏は言います。「でも、Pit Viper はさく孔か
ら移動するまで、わずか5分でできるのです」

Pit Vipは常にベンチ間を移動しているので、
この機動性はとても重要です。アイティック鉱山
は月曜～金曜日は8時間交替、週末は12時間
交替と週合計19シフトで操業しています。垂直
せん孔の標準孔間隔はズリが 7 x 9m 、鉱石は
6.5 x 8.5mです。
パロ氏は続けて、「当初の目標は毎時27mで

した。ですが、さく孔速度は毎時33m、8時間の
シフトでは144mになり、すでに目標値を超えてい
ます」 

GPS、ホールナビゲーションシステム、オートレ
ベリングシステムと同様に、オートトラミングシステ
ムの試験も成功裡に終了しています。このシステ
ムは孔間移動をリグが自動的に行うものです。

95％の稼働率
10月の稼働率は95％で、250時間毎にサービ

スサポートが行なわれています。現場に日中常駐
しているアトラスコプコのサービス担当者の協力
の下で保守点検はボリデン社の社員によって行
なわれます。また、これとは別にアトラスコプコは
機械技師、電気技術者、オペレータのトレーニン
グも行なっています。 
ハンナ・ウィックマンさんはトレーニングを受けた
典型的な例です。トレーニング後、僅か数ヶ月の
経験でウィックマンさんは巨大なPit Viperを操作
できるようになったのです。

ボリデン社生産・サービス部門監督のピーター・パロ氏 
「これらのリグは、現在市場にあるドリルリグの中で 
最も進んでいるとの結論に達しました」
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「最初はとても複雑に見えました」ウィックマン
さんは言います。「でもすぐこつを掴みました。コン
トロール装置は良く配置されているし、スクリーン
にはエンジン稼働時間、さく孔スピード、毎分回
転数、プルダウン圧など必要なさく孔データが表
示されていてとても分かりやすいです。鉱山のコ
ントロールセンターからワイヤレスで送られてくる
さく孔計画とGPSを使って自分の位置決めをし
ます。個人的にはマニュアル操作でレベリングす
るのが好きですが、自動レべリング機能も使いま
す」

PARD – 新システム
Pit Viperには定評のあるテクノロジーがたくさ

ん取り入れられていますが、ロータリドリルの性能
を大きく飛躍させる新しい革新的なアイデアも採
用されています。

PARD （Percussion Assisted Rotary 
Drilling） はアトラスコプコセコロックの新技術で、
ロータリドリルにパーカッションの利点を加えた技
術です。

PARDは、特別仕様のセコロック・トリコンビット
と軽量で高打撃数のハンマで構成されます。ハ

ンマが作動しながら同時にくり粉も排出されます。
このシステムは通常3.5–6.9bar（50–100 psi）と、
従来のロータリドリル作動時と同じ空気圧しか
必要としません。
この低圧のパーカションと回転力により、さく
孔速度はさらに上昇します。アイティック鉱山で
行なわれたフィールドテストによるとさく孔速度は
48%上昇し、ビットの寿命も2倍に延びました。 
ピーター・パロ氏はテストの結果に大満足し、

「この20年間のロータリドリルの技術革新の中
で最も大きなものだ」と語ります。（PARDの詳細

Pit Viperオペレーター　ハンナ・ウィックマンさん : 
「最初はとても複雑に見えましたが、すぐこつを掴みました」



マイニング＆コンストラクション  –  2011／No.1 11

は13ページ「新商品と進展」をご参照ください）

DTH（ダウンザホール）の主力製品
NCC社はダウンザホール方式の SmartROC 

D65 と ROC L8 をプレスプリッティングドリル用
に使用しており、11月には2台目のSmartROC 
D65が追加される予定です。

DTH hammers COP 54 （5"） と COP 64 （6"）
SmartROC D65を搭載し、ボタンビットを装着し
たSmartROC D65 と ROC L8は、口径140mm
と165mm、さく孔長33～35mのさく孔を行ない

ます。プレスプリット孔の標準的孔間隔は 1～
1.8mです。 

NCC社はアイティック鉱山で SmartROC 
D65を約1年間使っています。現場マネジャーの
スティッグ・フレドリクソン氏によると「SmartROC 
D65を選んだのは、RCS（リグコントロールシステ
ム）やHNS（ホールナビゲーションシステム）を使
えるからです」
フレドリクソン氏は続けて「このSmartROC を
鉱山で試運転してみて、非常に良かったので
購入しました。1日2シフトで、ひと月あたり5500～
7000mさく孔しています。稼働率は高く、今では
約90％です」と話します。 

NCC社の社員がリグのメンテナンスをします。
現場のワークショップにはビットの研磨用に2台
のセコロック・グラインドマティックが設置されてい
ます。研磨されるまでのビットのさく孔長は60mで、
10回の研磨が可能です。つまりビットの寿命は
600mになります。

極限状況下で

リグオペレータのヨハン・カールソン氏は、冬の
とても厳しい気候でもキャビン内の環境はとても
快適だと言います。アイティック鉱山は北極圏内
60kmに位置し、何週間も氷点下35度の気温に
なることも珍しくありません。
カールソン氏は続けて「必要な装置はすぐ手
が届くところに配置されています。このため疲労
が軽減されるし、自分のシフトの間中ずっと操作
を続けるのも容易です。コントロールスクリーンも
とても気に入っています。大きいし、分かりやすい
メニューのお陰で操縦しやすいです」と話しま
す。
カールソン氏はホールナビゲーションシステム

Pit Viperパワー
Pit Viper 351E　は口径270mm～

406mmのさく孔ができ、シングルパスドリ
ルは　19.8m（65 ft）のさく孔長が可能で
す。Pit Viperと　SmartROC には最先
端のリグコントロールシステムが搭載され、
幅広い自動化、安全化、コミュニケーショ
ンシステムを可能にしています。

主な特色 

• 部位の磨耗を軽減し初心者をサポート
するオートドリル機能　　　　　　　

• 鉱山事務所とリグ間の相互コミュニケー
ションを可能にする、コミュニケーショ
ン・インターフェイス（ドリル計画など
のデータ交換が可能になります）

• ベンチ先端近辺での操作時の安全性を
高めるリモートコントロールユニット

• 電子データでのドリル計画に則してド
リルの位置を的確に決定するための
GPSとホールナビゲーション機能 

詳細は下記にアクセスしてください（英語のみ）
www.atlascopco.com/blastholedrills 

研磨後のセコロックビット : アイテック鉱山にあるワークショップ内に設置された
セコロック・グラインドマティックは簡単に効率よくビットを研磨します
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の自動孔深度計測も気に入って利用していま
す。しかし、アイティック鉱山はおよそ深さ430mの
ところではリグはGPS信号を正確に受け取るこ
とができません。解決策は現在いろいろと試みら
れています。 
アイティック鉱山で予定されている2台目の

SmartROC D65 はSmartROCシリーズの最新
鋭機で、より操作しやすいようにとのNCC社のリ
クエストに応じた改善点が盛り込まれています。 
共通のコントロールシステムで、SmartROC 

D65とPit Viper 351Eを操作できます。世界中の
鉱山会社はここで実証された掘削方法を通し
て作業を容易に統合したり改善したりすることが
できるでしょう。

将来に賭ける

ボリデン社は短期と長期のゴールを達成する
途上にあります。鉱石の生産量と処理量は大幅
に増加し、鉱山寿命は2029年にまで延びました。
その後鉱山は自然に戻ります。アイティック鉱山
は水で満たされ、最終的にはスウェーデンで最
も深い湖となることでしょう。  

NCC社現場マネジャー、スティッグ・フレド
リクソン氏「SmartROCを選んだのは、
RCS（リグコントロールシステム）が付いて
いるからです」

アイティック鉱山ベンチでのプレスプリット :
SmartROC D65は冬には氷点下 35度にも達する厳しい状況下でも、優れた生産性と快適さを
もたらします。ROC L8と共に口径 140mmと165mm、さく孔長 33～ 35mをさく孔しています。
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特別なPARD用トリコンビットに取付けられるこ
のダウンザホールハンマ（DTH）は、軽量、高振
動、低打撃で、トリコンビットとダウンザホールの利
点を引き出します。

スウェーデンのアイティック鉱山で使われたPit 
Viper 351Eのような標準のロータリドリルリグと
ロッドに取り付ければ、打撃力と回転力がよくなり、
速いせん孔速度や高い生産性をもたらします。
このシステムはアメリカで開発されました。中
硬岩に口径251～311mmのブラストホールをせ
ん孔できるよう設計され、モデルは2種類あります。
セコロックPARD10とセコロックPARD12のモデ
ルです。
セコロックPARD12システムをテストする前に、

標準のトリコンビットは17mの孔を45～60分かけ
てせん孔し、1時間約22.5mのせん孔スピードで
した。

PARD12では、孔10ヶ所をせん孔するときに
平均スピードが48%向上しました。ビットは合計
で1110mも使え、ビットライフは通常よりも10%長く
なりました。
この低打撃ハンマは特別な短いストロークと
軽量のピストンを装備しています。それを回転力
と組合せれば単独でDTHハンマや回転力だけ
を使う場合よりももっと高いレベルのエネルギーを
生み出します。
ユニークなエアー流出システムが空気を2方
向に送ります。1方向は、ハンマにエアーを送り打
撃力を起こします。もう１方向は、エアーがビットノ

ズルを通ってトリコンビットに送りこまれくり粉を排
出します。この機能により効果的にくり粉を排出し、
ハンマの冷却を良くし最適の効率が得られます。
このハンマは、従来のロータリドリリングで必要な
3.5～6 bar （50～100psi）圧力と同じ圧力で十
分です。
それに加えて、50％もせん孔速度が上がった

にも関わらずPARDトリコンビットはハンマの振動
に耐えられ、そして標準のトリコンビットと同じビット
ライフを保持できます。
このPARDシステムは多様な中硬岩から硬岩
の火成岩、変成岩、堆積層の岩盤で使われる
ロータリドリルに最も適しています。（10ページを
ご参照ください）  

>>>>>  新商品と進展  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

打撃が加わったロータリドリリング－PARDシステム－はロータリドリリングの
パフォーマンスを高める為に設計されたアトラスコプコのユニークな技術です。

PARD（パーカッションアシストロータリドリル）
－DTHとロータリドリリングのベストマッチング

PARDシステムの開発に携わったエンジニア達：
左から米国アトラスコプコセコロックのプロダクトラインマネジャーのジョー・トレビノと
エンジニアのホアン・イバーラ

ユニークな空気の流れ： 
ハンマ内部を通り、 
打撃を行うエアー通路と 
トリコンビットに 
流れ繰り粉を排出する 
通路の並行システム
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シリーズの完成
アトラスコプコの新製品：自走式クラッシャーとスクリーン

長い間アトラスコプコは、世界中の採石業、土木業と解体業に携わるお客様に、サーフェスドリルリグと
関連サービスを提供する主導的サプライヤーであり続けています。そして今、これらの業界関連の顧客に
貢献すべく、クラッシャー、スクリーン、リサイクル用のアトラスコプコ機器のシリーズを完成させました。

この度アトラスコプコがクラッシャー、スクリーン、
リサイクル用機器を提供できるようになったという
ニュースは、世界各国で歓迎の意をもって受け
とめられました。
アトラスコプコが完成したこのシリーズは、アト

ラスコプコからより容易に効率的な供給を受け
られるというだけでなく、全ての機器に共通した
保守サービスとメンテナンスが可能になりました。
クラッシャーとスクリーンは、2010年９月にアトラ
スコプコの一員になったオーストリアの自走式ク
ラッシャー専門メーカー、ハルトゥル・アンラゲンバ
ウ社のトップ製品パワークラッシャーをベースにし

ています。 
アトラスコプコパワークラッシャーと改名され、ア

トラスコプコサーフェスドリル部門にとって非常
に重要な事業となります。
「自走式クラッシャーとスクリーンへのグローバ
ルな需要は増加しており、このことにより、顧客と
のパートナーシップがより総合的に強化される」と
アトラスコプコ土木鉱山機械事業エリア担当社
長ビヨルン・ローゼングレンは述べています。
アトラスコプコパワークラッシャーのオペレー

ションマネジャー アレキサンダー・ハルトは、さらに
言及し「幅広い製品群と他では真似のできない

高い技術コンセプトを持って、全世界のお客様
に採石、解体、リサイクル業界に最適な解決策
を提供していきます」
「アトラスコプコの世界的なセールスとサービ
スのネットワークを使い、アトラスコプコパワーク
ラッシャーをマーケットリーダーとし、クラッシャーと
スクリーン業界の未来を創っていきます」 

HCS 3715:  
アトラスコプコ　インパクトクラッシャーに
装備され、正確な骨材比率を可能にします。
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シリーズの完成

ハルトゥル・アンラゲンバウ社（現アトラスコプコ　
パワークラッシャー）はオーストリアのサンクト・バレ
ンティンに社を構える、クラッシャー、スクリーン、リ
サイクル用に高性能の自走式クラッシャー製品
を開発・製造・販売する企業です。 
採石場も所有している運搬会社のマネジャー
職を務めていた、解体業の専門家フランツ・ハル
トゥルによって1925年に創立されました。その後
ハルトゥル家3代が85年間をかけて、岩石と砕石
作業の独自のノウハウを確立しました。
所有する砂利採取場で培った経験を基に、

1980年代には独自のクラッシャーとスクリーンの
製造を始めました。知識を形にするノウハウと革
新技術により、アンラゲンバウ社はクラッシャーと
スクリーン業界で世界的な地位を確立していきま
した。

サンクト・バレンティンにある12,000m²の製造
工場では 最新の技術を駆使し年間400台の高
品質の製品が生産されています。
パワークラッシャー部門は、ハルトゥル兄弟が
今後も率いていきます。（アレキサンダー・ハルトゥ
ルはオペレーション・マネジャー、ドミニク・ハルトゥ
ルはセールス・ディレクター） 

85年間の歴史が培った岩石と採石の専門知識

力強い仲間 : ハルトゥル兄弟（アレキサンダーとドミニク）
は、アトラスコプコ・パワークラッシャーをクラッシャー
とスクリーン業界の世界的ブランドに育て上げていくこと
を目標にしています。

30ページのマーケットプレース 
「パワークラッシャー、最初のお客様」をご参照ください。

アトラスコプコ PC 6　ジョークラッシャー : 片麻岩採石場において、発破後の片麻岩を規定のサイズにする
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アトラスコプコ・パワークラッシャーには、多様な
用途に対応する、様 な々自走式クラッシャーとスク
リーンがあります。ジョークラッシャー、インパクトク
ラッシャー、コーンクラッシャー、スクリーンのライン
アップです。 
クラッシャーは毎時200～500トンの処理能力

を持つもの、スクリーンは毎時200～400トンの能
力を持つものまであります。最先端の技術で製造
された高性能の製品は、コンパクトで強固であり
ながら使い勝手がよく、高い信頼を得ています。 
取り扱いが容易な設計は保守サービスが簡
単で、高い作業効率を可能にします。

現場で活躍する
様々な製品

スクリーンはコンパクトで高い効率を誇る製品
です。採石、鉱山、土木用に最適です。クラッ
シャーと組み合わせても、また単独でローダーと
組み合わせてもご使用いただけます。頑丈なリ
ジェクト･グリッドの下にメッシュを取り付けること
により、さらに細かいスクリーンをおこなうことが
できる振動グリッドが装備されています。

コーンクラッシャーは硬岩や磨耗性の高い岩質
の二次、三次破砕、製砂用に適しています。アトラ
スコプコ・コーンクラッシャーは損耗率が極めて
低く、最終製品の質も高いことで知られています。
様々な岩石をすべて一緒に入れられることができ、
場合によってはスクリーン前の原石も投入できま
す。

インパクトクラッシャーは大容量で強固、どんな
難しい条件にも応えます。ロータースウィングビー
ムは、現場の一次クラッシャーとして活躍できま
す。大きな岩塊も難なく破砕し、鉱山・採石のみで
なく、土木・解体で発生した破砕材のリサイクル用
にも最適です。

ジョークラッシャーの「クワトロムーブメント」
により、スウィング・ジョーは最大限に動きます。
他機種より25%大きい岩塊をクラッシャーの投
入口を塞ぐことなく処理できます。破砕石はク
ラッシュ･チャンバーに留まりますので、スウィン
グ・ジョーは二次破砕用にも使用でき、一定サイ
ズの立方体形状の製品を作ります。
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様々な用途に応える 
豊富な知識
パワークラッシャーは、岩石掘削や岩石処理業の幅広い事業に携わる
多種多様な企業に付加価値をもたらしました。サーフェスドリル、一般土
木、解体、道路建設、コンクリートのリサイクル、骨材生産にまでその範
囲は及んでいます。グローバルな技術サポートとスペアパーツの提供は、
特に注目を浴びる点です。 
自走式の採石・破砕製品の需要が世界各地で急速に高まっている中、
M&Cはアトラスコプコのシニア経営陣に、アトラスコプコ・パワークラッ
シャーが顧客へもたらす利益について聞きました。

アンドレアス・マルンベリ
サーフェスドリリングエクイップメント社長

「パワークラッシャーはお客様に大きな進歩をもたらすことでしょう。
現在提供している製品群は完璧なものとなり、パートナーシップはさ
らに強くなります」
「既存のサーフェスドリルに加わった、この素晴らしい製品を提
供できるようになり、別 な々サプライヤーと取引する必要がなくなり、

全て私たちにお任せいただけます」
「現場ですぐに岩石を破砕しなければならないことはよくありますが、そのための工程はさく
孔時に使用する製品と工法に直接的な影響を与えます。クラッシャーとスクリーンも提供できる
ようになったので、全プロセスを最適なものにし生産性を高められ顧客に貢献できます」
「パワークラッシャーが持つ性能は、取り扱いが簡単な仕様、使い勝手のよさ、長期にわ
たる安定したパフォーマンスで、現在私たちがドリルのお客様に提供している利点にぴった
り一致します。例えば、ジョークラッシャーの「クワトロムーブメント」という他製品には見られ
ない特長により、破砕石をちょうど最適なサイズに設定できます」

ヘンク・ブラウワー
コンストラクションツールス社長

「解体業界においてこのように長く成功した歴史をもつ企業がア
トラスコプコの一員になったことは、本当に喜ばしいことです。解体
業に携わる既存顧客も歓迎してくれていることでしょう。既にお使い
頂いている、マルチ・グラップルや低騒音解体機器などのアトラスコ
プコ製品にもよく合う、と気に入って頂けると考えます」

「近い将来の施行が目されている新しい環境規制では、現場でのリサイクルを義務付け
られていますので、今回の相乗効果はお客様に大きく貢献できると考えています」

クラウス・アーレンガルト
ロードエクイップメント社長

「自走式のクラッシャーとスクリーンは、道路建設には欠かせません。
アトラスコプコパワークラッシャーが提供する高品質な製品は、ダイナ
パックのローラーやペーバー、ミーリングマシーンの強い味方です」
「道路工事業の顧客にさらに多くの製品を提供できるようになりま
す。例えば、現場の何処ででもコンクリートのリサイクルができるように

お手伝いさせていただきます」

PC 13751 インパクトクラッシャー :
石灰岩の現場の一次クラッシャーとして使用
され、歩留まりのいい製品を作ります。
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鉱山や建設会社、機械メーカーは現場での安全性を高めるために努力し続けています。
成果は上がっていますが十分なものとはいえません。
人間はミスを犯すということを認識しておかなければなりません。

ヒューマンエラーの　防止

鉱山・建設現場で発生する事故の大半は人
為的ミスによるものです。事実、昨今発生してい
る事故のほとんどは人間の「過失」によるもので
す。
注目すべきことは、ほとんどの事故は機械の
操作中ではなく人々が現場を動き回ったり移動
したりしているときに発生していることです。
どれだけ多くの事故が簡単に避けることがで

きたかを目にしてきました。暗がりでドリルリグから
飛び降りて骨折する、指をドアに挟まれるというよ
うなものから、安全手順を無視したことによる大き
なケガやひいては災害まで見てきました。

あご紐を締めてヘルメットをかぶり保護メガネ
をかけるというような個人の安全対策でも同様
のことが言えます。怪我をしたとき、たいてい本人
は必要な保護具を着けていません。
それぞれ状況は異なりますが、重大な事故で

も些細な事故であっても全て人的被害、生産の
停止や損害などの結果につながります。
技術の進歩は長年にわたって事故や怪我の

削減に大いに貢献しました。アトラスコプコは責
任あるリーディングカンパニーとして、装置シミュ
レータを使った幅広いトレーニングプログラムや
総合的な操作表示、安全保護装置を提供する

ことはもちろん、オペレータの誤操作を避けること
を目指した着実な技術革新で貢献しています。

無事故への長い道のり

幸いなことにこの取り組みは大変な成果を挙
げています。米国だけでもトンネルや明かりの現
場の事故や怪我で損失した日数が1970年から
90%近く減少しました。
しかし、これらの成果にも関わらず人為的なミ
スの根絶にはまだ長い道のりが必要です。鉱山
で人為的なミスを削減する手段は、全ての操作
を出来る限り自動化することです。言い換えれ

スベルカー・ハートウィッグ取材

安全ゾーン
エッジが平滑で、突起物の無いコンポーネント。
FOPS保護（落下物保護構造）
修理箇所　容易で安全に手が届くように地面レベル
で、なおかつエンジンの熱くならないサイドに設けて
います。

危
険
ゾ
ー
ン

ライト　
階段の下の場所を照らします

イグニッションシグナル　
オペレータがエンジンを掛けるときに周
囲の人物に警告します。

センサー　
自動モードでリグに近づく人間を感
知します。

サービスポイント　
リグのクーラー側に設けられ、地上から
容易に且つ安全に手が届くようになって
います。

重機が稼動しているとき、具体的にはマイントラックやローダーが走行中であったりドリルリグがさく孔中で
あったりするときが常に最も危険な状態となります。危険ゾーンは異なりますが、共通して言えることは、そ
の場で最も安全なのは運転キャビンということです。
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ヒューマンエラーの　防止

スベルカー・ハートウィッグは
アトラスコプコABの技術部
長です。労働安全性の向上を
推進してきました。また、アト
ラスコプコ製品の特長となっ
ている数々の安全機能を開
発してきました。

ば鉱山からできる限り作業員を排除し、残った
者に最高の装置を操作させることです。
しかし、最高の自動化機能を採用したとしても
事故を防止する保守・サービス要員が必要にな
ります。これは、不正な取り扱い、電気ショック、流
体の漏出、重量部品の落下などを防止する努
力が必要なことを示唆しています。
オペレータにとって、最も安全な場所は、ドリル

リグ、ローダー、トラックの運転席です。アトラスコ
プコ社の機器はROPS、FOPSなどのオペレータ
の安全性を高める多くの機能を搭載しています。
さらに今日のキャビンは全てエッジが平滑で、ヘ
ルメットを着用しないオペレータが怪我しかねな
い突起物が無いよう設計されています。しかし、
一歩運転席から外に出るとオペレータは忽ち危
険にさらされます。
ドリルリグの場合、さく孔作業中に落石の危険

があるブーム前方が主たる危険エリアとなります
が、ズリや岩片でつまずいたり転倒したりするス
テップの下側はどうでしょうか？ローダーやマイント
ラックの場合は走行している時が最も危険な状
態となります。

小さなことも考慮する

総合的な安全性を実現するためには、小さな
ことも考慮します。ブーマーリグ（ジャンボ）では
ステップ下の地面を照らすライトを設置しました。
ジャンボとマイントラックではオペレータがエンジン
をかけることを警報によってそばにいる人に知ら
せます。
自動モードで稼動している全てのリグは、リグ
の両サイドに光のカーテンを設け人が危険ゾー
ンに侵入するのを検知し、自動的に停止します。
ローダーやトラックの重要な修理箇所はエンジン
の熱くならないサイドに設け、はしごを使わなくて
も地面から手が届くように配慮しています。
マイントラックはフードのデザインを低く平らに

し視野を広げています。さらにスプリング式油圧
解除ブレーキ、自動ブレーキテスト機能、車両上
部のコンポーネントに近づく際の防護壁等 を々
搭載しています。

これらはほんの一例で、アトラスコプコが提供
する安全機能の全てをご紹介しているわけで
はありません。しかし、機械の休止時間を最小
限に抑え最終的にはなくするという工程の重要
なステップとなっています。 

安全バリア
フードを持ち上げると自動的に安全バリア
が立ち上がり点検中のサービススタッフの
安全性を高めます。

安全ゾーン　
低くて平らなフードが視界を良くします。
ROPS＆ FOPS（Roll Over Protection 
Structure転倒保護構造、Falling Object 
Protection Structure落下物保護構造）

安全に入出するために
3箇所グリップがあります。

危険ゾーン

SAHRブレーキ
（アトラスコプコの標準品）と
自動ブレーキテスト機能
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新製品のBoomer T1Dは狭い坑道で効率
的にさく孔できるように設計されたシングルブー
ムのドリルリグです。
このコンパクトなリグは人気の高かった

Boomer 104の後継機でトップノッチのパフォー
マンスを提供すると共にその他幅広く改良され
た技術が使われています。

2.5mほどの狭い坑道を掘削できるよう設計
されており、Deutz StageⅢA/Tier3エンジンが
使われているため走行スピードが速いにもかか
わらず排気ガスは少なくなっています。
また、ブームサスペンションシステムは磨耗が
少なくライフが長く、そしてオペレータの快適性
を高めます。さく孔中のリグの安定性を高める
ため低重心の強力なシャーシも使われていま
す。
サービススタッフには、サービスポイントにすぐ
手が届くことやキャビン内診断システムが評価
されています。

Boomer T1D は前機種よりも電気ケーブル
を長く収納できるので、稼動範囲が広がると同
時に白色LEDライトや高密度放射キセノンワー
クライトが視界を向上させています。

軟岩用のC O P 1 6 3 8からC O P 1 8 3 8や
COP2238まで3種類の削岩機が搭載可能で
す。すべてダブルダンピングシステムを搭載して
いるためロッドライフも長くなります。
尚、FOPS認証付キャビンはオプションになり

ます。

オペレータの評価

鉛や亜鉛鉱山のロビスタでの幅広いテスト
が行われ、Boomer T1D はオペレータからキャ
ビンの快適性と硬岩さく孔のパフォーマンスに
対し高い評価を受けました。
アトラスコプコのプロダクトマネジャーである

ピーター・ブレイは次のように話しました。
「Boomer 104をはるかに超えたBoomer 

T1Dを我々のお客様に提供できるのは本当に
嬉しい。このリグは小断面のトンネルや坑道に
使われれば高いさく孔能力を発揮できるでしょ
う。」  

詳細が知りたい方は下記のWebページをご
覧下さい。（英語のみ）

www.atlasocpco.com/BoomerT1D

>>>>>  新商品と進展  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

2種類の新しいデザイン設計が取り入
れられたアトラスコプコのスクープトラムロー
ダーを使う鉱山会社は、生産性が上がり燃
費削減もできるようになりました。
軽量で短く動きも速い、そして新しい地盤

になじむツールを装備した次世代型のバケ
ツが高生産性と燃費削減を実現します。
次世代型バケツ（GIII）とグランドエン

ゲージングツール（GET）のテストは最高の
結果をもたらしました。積込みテストでは操
作時間が7％も短縮され、燃費は8％削減さ
れました。

バターナイフのように

テストはすべて同じローダーと同じ運転
手で行われました。いろんなタイプの鉱山
で20年もさまざまなローダーを運転してき
た運転手のトッテ・ニルソンさんは、「この新
しいGIIIバケツは凄いです。スクープトラム
T1020やST1030にGIIIバケツを取り付け
て改良したのは凄い進展です。バケツに
GETツールを取り付ければ、もっといいかも
しれない」と言います。

GETはオプションで、バケツのフロントエッ
ジに取り付けられます。また、様々な岩石の
山を突き抜く能力を高めるためにサイドに取
り付けることも出来ます。
「バターナイフのようにすっと入り切り取り
ます。従来のバケツでは岩石の山をバケツ
一杯すくうのに2,3回やり直していましたが、
GIIIでは1回でことたります」
新しいバケツは頑丈で耐久性もあります。

各被膜材料は交換時期とされる時点での
磨耗は50%程度です。

新製品：Boomer T1Dシングルブームのドリルリグは狭い鉱脈のさく孔用に設計されました。
性能や安全性、或いはオペレータの快適性を向上させるために機能が広範に改善されました。

GETツールを装着した
3代目のバケツ

新しいバケツが 
積込みの効率を向上

狭い坑道での高性能リグ 

 Boomer T1D登場
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新しいバケツが 
積込みの効率を向上

完全無比な 
調和へ、 
始動開始
ドライ・フォーク鉱山は環境保全と 
石炭の産出を同時に行なっています

再生地
立入禁止
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ワイオミング州パウダーリバー盆地、ジレット市
のほど近くにあるドライ・フォーク炭鉱は、環境保
全と安全に関する記録に誇りをもっています。そ
の理由は、ここ約7年間無事故記録を持ってい
ることと、そして最近、環境に関する名誉ある賞
を3つも受賞したからです。

1990年に開山したドライ・フォーク炭鉱は、24
時間365日 操業しており、電力会社が共同で
運営しているウェスタン･フューエルスワイオミング
（WFW）に石炭を供給しています。 
鉱山では年間およそ500～600万トンの石炭

の生産を目されており、そのうち150～200万トン
は、新しいドライフォーク発電所（鉱山に隣接す
る385MW  の発電所）で使用される予定です。 
ブラストホールさく孔には、アトラスコプコセコ

ロックの新製品　グリズリーポービット270 mm 
（10⅝インチ）を装着したアトラスコプコDML
リグを使用しています。以前は古いリグを使い
229mm（9インチ）径のさく孔を行なっていました。
今ではDMLのおかげで270 mm （10⅝インチ） 
径をさく孔できるようになり、発破パターンも30％近
く広げることができました。 
そこにあるものすべては鉱山の環境保全計
画に組み込まれています。動物、樹木、地上の

岩石―これら全ては「許可手続き」に記録され
ます。鉱山の規制関連業務部門ディレクターで、
許可書の管理をしているべス・グッドヌフさんは
「許可書は現在までのところ25冊あり、さらに増
えています」と言います。 
「鉱山によって影響を受けた自然を再生する
努力をしています。低木を植えたり、岩を積み重
ねたり、植樹したり、採鉱したところを埋め戻して
景観を良くしています」 
「『許可』には再生地の20％にあたる土地
で、1㎡あたり1本の低木を植える必要があります。
種子の混合はやや複雑で、ヤマヨモギやシル
バーヨモギカナ、様 な々種類の野草や広葉草木
を混ぜ合わせます」 

自然に帰す

露出した岩石も地層の組成が合えば元に戻
されます。最近では16,000㎡（1.6ヘクタール）に
及ぶ沖積谷底を、鉱山ができる前と同じ状態に
見えるよう人工的に再生しました。また、湿地の
水路をつくれるようになり、3つの湿地沼を再現す
ることにも成功しています。
土地の再生だけでなく、気候や自然環境に影
響することは、すべて検証・観測されます。グッド

ヌフさんはこう説明します。「湿地帯、水質学、大
気環境、気候学、考古学、野生生物―これらに
関するすべてのことは記録され、定期的にレポー
トされます。連邦やワイオミング州から月に1,2回
は監査官がやって来ます。様 な々分野から沢山
の人も視察に来ます。大自然が何百年もかかっ
て形成してきたものを、私たちは10年で形にしよ
うと取り組んでいます」 
ドライ・フォーク石炭鉱山はおよそ40k㎡（4000
ヘクタール）の敷地を運営し、開発された土地の
約20％はすでに再生され、鉱山開所前の状態
にまで戻されています。「1対1の割合で進んでい

きたいと考えています。つまり土地を1エーカー開
発すれば、1エーカー再生するのです」グッドヌフ
さんは語ります。

適切なせん孔機

ドライ・フォーク鉱山に新しく DMLが加わり、鉱
山監督のジョン・バーンズ氏は言います。「大口

アメリカ　ワイオミング州に位置するドライ・フォーク石炭鉱山は、環境保全を行い
ながら石炭の産出を成功させていることで、よく知られています。現場のドリルもそ
の一翼を担っています。

アトラスコプコセコロックの新製品 5 5⁄8インチビット、
グリズリーポー（熊の手）という製品名が付けられました
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径のさく孔はメリットがあります。毎日発破しなくて
すむからです」 
ドリルを操作しているマーク・リンゼイ氏は他
の作業もしながらも、スケジュールを予定より早く
こなしている、とバーンズ氏は歓迎しています。1
発破あたり35～40の孔を要し、かぶりの深さが
9.1m以下の場合は垂直孔を、それ以上の場合
は７0度の角度でさく孔します。 
「グリズリーポービットはとても良く岩石をさく孔
する」とバーンズ氏は言います。さく孔速度は通
常7.5～10ｍ/分です。
ドリルオペレータのマーク・リンゼイ氏は加えて

「このリグの操作に慣れるまでに2～3週間もあ
れば十分でした。カルーセルも気に入ったし、と
ても使い勝手がいいです。安全のための機能も
充実していて、うっかりミスを防いでくれます」 
「エアーのパワーが強く、さく孔するのが全体
的に早いです。GPS機能が良いかどうか最初は
自信がなかったのですが、今ではその機能が分
かったのでGPSがとても気に入っています」 
パウダーリバー盆地の北部にかけて、ドライ・

フォーク鉱山は水分含有量の多い硫黄成分比
の少ない歴青炭を8,000～8,200MJ/kg産出し
ています。2つの採鉱所では、異なった品位の石
炭を採鉱しており、発電所の要求品質に応じて
量を配合することができます。

 石炭層の深さは様々であり、このため土地の
再生はさらに難しいものとなっています。バーン
ズ氏は「採鉱後の地形を採鉱以前と同じにする
ため、すべてを地図に描いています。掘削中、表
土は脇に移動させ、開発後にもとの場所に戻し
ています。再生された土地は以前とほとんど変

わらないように見えます。石炭を取ったのでその
分低くなっているだけです」と話します。
石炭はアンダーソンとキャニオンと呼ばれる2
層に分かれており、その間には堆積岩石層が
あります。採鉱される上部のアンダーソン層は約
5.5m、下部のキャニオン鉱床はほぼ17mの厚み
があり、間にある堆積岩石層は約2m あります。 
リンゼイ氏は、石炭を採鉱するグリズリーポー
ビットを「熱いナイフをバターに突き刺す」ようだと
言います。「簡単にさく孔するし詰まってしまうこと
もないです」
ドライ・フォーク炭鉱以外にも、パウダーリバー
盆地には環境保全しながら採鉱を行なっている

鉱山会社がいくつかあります。パウダーリバー盆
地に鹿やカモシカが今後も幾世代にも亘って繁
殖し続けるよう、全員で力を合わせて未来に向
い活動しています。  

ドライ・フォーク炭鉱で活躍するDML「キャビン」内 :  
オペレータのマーク・リンゼイ氏「2～ 3週間でリグの操作に慣れました」

1対1の割合で進んでいきたいと
考えています；1エーカー土地を開発すれば、 
1エーカー再生します。

規制関連業務部門ディレクター、べス・グッドヌフさん
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7本の最新式ハンマを内蔵しているクラスタドリルはノルウェーのトール神が操る
ハンマに因んで名づけられ、カリフォルニアで生産性を上げるために強力なインパ
クトを与えています。

米国カリフォルニア州の基礎工事用さく孔専
門業者、アンダーソン・ドリリング社は、大規模で
複雑な基礎工事に対応できる事で知られてい
ます。サンディエゴ近くに新しい橋を架けるプロ
ジェクトも困難な工事でした。
サン･ルイ川とオストリッチ川に架けられる橋に

は、37本の基礎杭が打ち込まれます。杭のサイ
ズは、直径152～274cm（60～108インチ）、深さ
17～24ｍ（55～80フィート）に及びます。それぞ
れの杭は、直径122～244cm（48～96インチ）、
最長6m（20フィート）の根入れを考慮して設計さ
れています。

アンダーソン社は基礎工事用のドリル、クレー
ン、従来型のツールを使い仕事をしていますが、
効率を高めるために、どうしたらドリル作業のス
ピードアップを図れるか考えていました。
結論は出ました。10インチビットを装着した7本

の8インチハンマを一つのクラスタに取り付けた
アトラスコプコ CDSを採用する決定を下したの
です。アンダーソンチームが「トール」と名づけ
たこの48インチのクラスタドリルを圧縮強度170 
Mpa（25,000 psi）の花崗岩の作業に使用しまし
た。 
アンダーソン社の主な目的は根入れでのさく
孔時間を短縮することでした。硬い岩盤の上に
18m（60フィート）にもおよぶ軟弱地盤と地下水も
あり、複雑な作業過程となります。
このため、杭の打ち込みには、鋼管ケーシング

と高分子ポリマーを使用した特殊なさく孔が必
要になってきました。

48インチのクラスタドリルは、21本の根入れを
計画径にまでさく孔するために最適なサイズでし
た。さらにまた、より大きな193～229cm（72～96イ
ンチ）のパイロットホールとしても最適でした。
シニア・プロジェクト・マネジャーのマイク・ケネ
ディ氏はこのように語っています。「このタイプのク
ラスタドリルを5年間その都度レンタルで使用して
きましたが、その結果購入を考えるようになりまし
た。良いコミュニケーションと信頼に基づく取引
関係を長い間育んでこれましたので、競合製品
のドリルも見てきましたが、私たちはビジネスパー
トナーとして自信を持ってアトラスコプコを選びま
した」 

段落としさく孔

プロジェクトでは先ず、サン･ルイ川に架かる
305m（1000フィート）の橋用に掘削孔を20孔さ
く孔します。橋台用の4孔と、橋の長さを支えるた
めに並行して配置されるベントホール16孔です。
次に、15m（50フィート）幅のオストリッチ川の橋を
支える橋台用に17孔さく孔します。

 計画の深さと直径に届くまで、孔は段落としし
ながらさく孔されます。クラスタドリルは岩盤に到
達するまで使用されません。オーガドリルを使い、
かぶりの中にケーシングを設置していきます。新し
く設置するケーシングは前工程のものより、直径
が若干小さく、長さはより長くなっています。このよ

うに段落とししながら掘り進みます。
最終のケーシングは 19m（63ft）ｘ　130cm

（51inch）のパイプで岩着させ、クラスタドリルの
ために外部への空気漏れを防ぎます。
根入れは、約6m（20フィート）の行います。こ

の場合、クラスタドリルは、次の工程で使用する
コアバレルホールのためのパイロットホールのさ
く孔用に使用します。最終的に岩盤根入れは
240cm（96インチ）径となります。

簡単で効率的

アンダーソン社は大口径のコアバレルなどの
掘削ツールを使ったさく孔基礎工事を長年施工
しています。クラスタドリルは岩盤さく孔を従来と
は別の方法で行ないます。岩盤を粉砕しくり粉
が砂利や砂状になりますので、排出も容易で効
率的に行なえます。
さく孔中のくり粉は圧縮空気により上昇し、上
部の排土クレイバスケットと呼ばれる容器に集め
られます。リグはさく孔の進捗状況をドリルロッド
につけられたマークで測定していきます。今回の
工事では、さく孔が約1.2m（4フィート）に達する
とドリルは引き上げられ、排土しました。バスケット
の引き上げとくり粉の排出にはフォークリフトを使
いました。
アンダーソン社は最新型の大型ドリルを2台目
に選びました。15年のドリル歴を持つ、オペレータ
のロニー・ノース氏はクラスタドリルのスピードにつ
いてこう語ってくれました。「1.2m長のさく孔を45
～50分で行い、くり粉を排出してドリルを土中に
戻すのも20分で済みました」
さらに加えて、「コアバレルではもっと時間がか
かるでしょうし、コアをはずして空にしなくてはい

カリフォルニアの地で、クラスタドリルは生産性を上げる強力な武器に！

リグオペレータ、ロニー・ノース氏
「回転の設定が決まったら、クラスタドリルは
素晴らしい結果を出しました」

排土バスケット：くり粉を排出してドリルを 
土中に戻すまでにかかる時間は僅か20分です

トールの構造：１つのクラスタに、10インチビットを
装着した7本のアトラスコプコ CDS 8インチハンマ
を組み込んでいます
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けないのですが、水中にあっては容易なことでは
ありません。クラスタドリルのお蔭で仕事がとても
スムーズです」と話しました。一つの孔を仕上げ
るのに要する日数は、およそ1.5週間でした。

 
最適なセッティング

クラスタドリルが到着後、アトラスコプコのクリ
ス・ウッズは2～3日現場に留まりました。ノース氏は
「空気圧や回転数など、私たちが問題なくドリル
をセットアップできるように、クリスは現場で力を貸
してくれました。すべての回転の設定がピタッと
決まったら素晴らしい結果がでました」と付け加
えました。 
例えばクラスタドリルの回転数を2rpmに設定

した場合、ハンマは岩石を二次破砕していまし
たが、回転数4rpm、空気圧150psiに設定すると、
とても具合がいいことにノース氏は気づきました。
23トンのドリル自体の重量がビットに必要な押付
け力をもたらし、3台のアトラスコプココンプレッサ
XAS 1600 CD6が必要な 4,800 cfm の空気圧
を供給するのです。トールにより成功裡に仕事を
進めているアンダーソン社は、さらに大型のクラス
タドリルの購入を検討しています。 



インガソールランド（IR）とアトラスコプコ（AC）
は共に世界中に展開するグローバル企業でし
たが、それぞれ異なる道を歩んでいました。IRで
はクローラドリルの開発･製造は各国独自の開
発/製造工程を持ち、それぞれの国で異なる特
徴を持つクローラドリルを製造販売していました。
日本では横浜に製造工場（横浜工場）を持ち、
マニュアル操作の機械を主に開発・製造してい
ました。シンプルなデザインのクローラドリルは故
障が少なくメンテナンスも簡単で経済性の高い
のが特徴でした。

新しい時代の胎動　ROC Tシリーズ開発まで

>>>>>  特集 ー ROCTシリーズ  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

一方ACはいち早くコンピュータ化を進めてお
り、一定期間トレーニングを受ければ誰でも簡
単に操作できるクローラドリルを開発し製造工場
もスウェーデン（オレブロ）、インド（ナシック）、中
国（南京）に持ち、各国共に同じ工程で同じク
ローラドリルを製造していました。
「開発・製造のプロセスがガラリと変わりました。
IR時代はすべてを横浜工場の判断でやって

おり、機械をガーランド（アメリカ）の工場と共同
開発することなんてありえませんでした。それに
横浜工場ではシンプルな機械を得意としていた

ので、電気系統をふんだんに使う自動化したク
ローラドリルを作っていたACとは180度異なる
方向を向いていたのです。当然、IRとACでは
市場も違っていました。これは統合して分かった
ことですが、ACが入っていけないような地域に、
特に発展途上国でしたが、IRの機械がたくさん
入っていたのです」と語り始めたのは横浜工場
で長年クローラドリルの設計を担当してきた小田
切高さんです。

統合前、ACは日本ではトンネルジャンボを主

長年鉱山機械業界の雄として君臨していたインガソールランド㈱ドリル事業部（IR）とアトラス
コプコ㈱土木鉱山機械事業部（AC）は2004年7月に統合され、インガソールランドのクローラ
ドリルはアトラスコプコの名の下で機体の色もベージュから黄色に変わり製造販売されるように
なりました。
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新しい時代の胎動　ROC Tシリーズ開発まで
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流に展開しておりクローラドリルの分野には出遅
れていました。IRは仙台、大阪、広島、福岡に営
業所を置きサービス工場契約を結んでいる工場
も数多くあり幅広く活動していました。この統合
によりACは国内においてクローラドリルを展開す
る市場と機械の両方を得、横浜工場は新しい
発想を得ることとなり両者ともに新たらしい地平
線が開かれました。

発想転換

横浜工場の設計チームにとって最も重要なこ

とは、『まっすぐで綺麗な孔』を速くせん孔するこ
とでした。それ以外は二の次で改良の対象には
なりにくいものでした。
ところがACの設計チームである、ロックテック
はデザインの重要性を説いてきました。最初に
機体全体の外観イメージを決めて、それに添っ
てすべてを整えるというやり方で開発を行ってい
たのです。両者は設計の段階でもアプローチの
方法が根本的に異なっていました。
ロックテックのやり方を受け入れることは横浜
工場にとって設計/製造工程を見直すばかりで

はなく、発想の仕方やデザインプロセス自体をも
変えることを意味しました。
「マーケティング、エンジニアリング主体で機
械の戦略会議を半年間掛けて何回も何回も行
いました。キャビン、エンクロージャーの外観を最
初に決定しそれに合わせて中身の配置を決め
るという、今まで考えたこともないやり方には最初
びっくりしましたが、話し合うにつれ職人としての
プライドに火がつきました」と当時を振り返りつつ
小田切さんは話しました。
ロックテックと横浜工場の間には妥協や譲歩
はまったく存在しませんでした。横浜工場はロッ
クテックの主張するデザインコンセプトを全面的
に受け入れ、これまで培ってきたすべての技術
を注ぎ込み全く新しいプロトタイプを設計しプリプ
ロダクション機を作り上げたのです。
出来上がったプリプロダクション機を見たロッ

クテックは目を見張りました。そこには予想をは
るかに超え、今まで目にしたことのないクローラ
ドリルの姿があったのです。このクローラドリル
はROC T35Mと名づけられました。ROCは岩
盤（ROCK）、Tはトップハンマ（Tophammer）、
35はせん孔径の3.5インチ、Mはマニュアル
（Manual）です。つまり、マニュアル操作のトップ
ハンマーで岩盤を3.5インチ径せん孔するクロー
ラドリルです。

ROC T35M　集塵機
デザイン性を取り入れながらもメンテナンスを
考慮した一体型集塵機
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お客様は誰か – T35Mの秘密

横浜工場の従来のやり方では、クローラドリル
のエンクロージャーのデザインを決める際、まず
最初にエンジンなどのパワーユニット、コンプレッ
サ、ホースなどの配置を決めて機体のデザイン
をイメージしました。外観はあくまでも中身の配置
に従いデザインすればよかったのです。キャビン
内には必要不可欠な装置を取り付け快適な作
業空間を作っていました。装置は機能性を改良
してもデザイン性により快適性を向上させるとい
う発想はありませんでした。しかし、ロックテックの
主眼は1日8時間もキャビン内で働いているオペ
レータの気持ちや体の状態を意識し快適性、デ
ザイン性を考慮するものに大きくシフトされていた
のです。常にお客様の生産性を考えるという理
念を持つアトラスコプコにとって、お客様はエンド
ユーザである砕石・鉱山会社ですが、その中で
も本当のお客様は実際に機械を操作し作業す
るオペレータなのです。そして、クローラドリルの
パフォーマンスを最大限発揮させ生産性を高め
るのはすべてオペレータの手腕に掛かっている
と認識しなおしました。
オペレータの心と体の状態を最優先に考慮し
すべての計器、装備の改良はもとより、運転席の

シート、ルーフパネル、クーラーなどキャビン内環
境を機能性ばかりでなくデザイン性も取り入れ一
新しました。
その作業はロックテックが作ってきたキャビン
内の全ての装備のイメージと現行の機械のもの
を一つ一つ重ね合わせ違いを把握しその違い
をどうするか考えることから始まり、それを人間工
学に基づきデザイン（大きさ、形状）しなおし、材
質や配置場所等事細かく決めるという前例のな
いものでした。
結果はお客様（オペレータ）をもてなすという日
本ならではの「おもてなし」の精神が表れました。
安全性もより高まり従来の機械には見られなかっ
た諸機能（ROPS、FOPS等）が標準装備として
つけられ、またオプションとしてCDプレイヤーや2
次元、3次元角度計も取り付けできるようになりま
した。オペレータは安全でより快適な作業時間
を過せるようになりました。
「ロックテックが作り出したイメージデザインは
理想的でした。性能、パフォーマンスを上げるこ
とだけを考えてきた我々は、機械にデザイン性を
入れることなどは考えつかなかったです。ロック
テックは将来のクローラドリルはこういう形にしま
しょうというデザインコンセプトを持ち出し、それは

車に例えるとスポーツカーですが、機能はいうま
でもなく形の美しさ、カッコよさも重要視したので
す。我々が持っていた発想を越えていました」と
小田切さんは率直に話しました。
さらに、「地球相手の仕事という性質から考え
ると、アトラスコプコのクローラドリルのせん孔技
術は、ダブルダンピングシステムとCOPロジックの
融合や、COP1640、COP1840などの高性能さく
岩機の開発により改良の余地がほとんど無いほ
ど最高水準に到達したと言っても過言ではない
のです。これから重要になるのは、デザインもそう
ですが、環境への配慮と低燃費を実現する事
でしょう。現在の水準を保ちながら安全性は言う
までも無く、燃料消費量を削減し、環境に優しい
機械を開発することが必要になるでしょう」と今
後のクローラドリルの方向についても言及しまし
た。

ACとIRの知恵が形になったROC T35Mは、
発想と技術開発の方向転換を余儀なくさせた
機械であると同時に、異なる立脚点からアトラス
コプコのクローラドリル開発の可能性を大きく開
く機械となりました。
自分達が考えて作り出した機械が動くのは、

COPロジック
岩質の変化に応じて、回転、フィード、打撃の圧力をバラン
スよく自動制御し、孔を荒らすことなくスムーズなせん孔が
できるシステムです。スムーズドリリング（自動打撃減圧）、
アンチジャミング（自動フィード後退）、自動座繰り機能、
空打防止機能、ビット目詰まり時自動後退機能などの機能
が複合されています。

ダブルダンピングシステム

ダブルダンピングシステムは、ドリルスチールからの衝撃
を吸収することでドリルロッドの振動を減少しドリフタから
のガイドセルやブームへの応力を減少させます。ビットの岩
着が良くなり、優れたせん孔速度とドリルスチールの経済性
を実現します。

「機能だけを考えたらキャビンの後ろに
こんな出っ張りなんて要りませんよ」と笑って話す
開発プロジェクトマネジャーの小田切さん

ロックテックが描いたキャビンデザイン （上）：キャビンイメージ
 （下）：キャビン内イメージ
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出発を待つ
PowerROC

開発しているときは大変だけど自分の子供が生
まれるみたいですと嬉しそうに話す小田切さん
の言葉は、ROC T35Mが次世代を築くクローラド
リルであることを物語ります。

2009年12月に横浜工場で開催された日本発
破工事協会の総会でROC T35M は初めて全
貌を公開されましたが、総会の出席者の中には
ROC T35M を見てすぐ購入を決定された方もい
らっしゃいました。

ROC T35M は2011年にその名を PowerROC T35 
と名を変え、新たにPowerROC T25、PowerROC T30 
と2機種も加わり、アトラスコプコセコロックのロッド
やビットと共に世界中で展開されるようになります。

さて、新しいクローラドリルは実際の現場でお
客様（オペレータ）からどのような評価を得ている
のでしょうか？つづきは次回（2011/No.2 号）で
報告します。   

モデル PowerROC T25(10)
フィックスブーム

PowerROC T30(10)
フィックスブーム

PowerROC T30(12)
エキステンダブルブーム

PowerROC T35(10)
フィックスブーム

PowerROC T35 (12)
エキステンダブルブーム

ドリフタ 形式 （逆打撃付） COP1240(EX) COP1640(EX) COP1640(EX) COP1840 (EX) COP1840(EX)

エンジン

形式（カミンズ） QSB4.5 QSB4.5 QSB4.5 QSB6.7 QSB6.7

排出ガス対策 第３次基準 第３次基準 第３次基準 第３次基準 第３次基準

定格出力 KW/rpm 119/2,300 119/2,300 119/2,300 142/2,300 142/2,300

コンプレッサ
吐出量 ㎥ /min 5.0 5.7 5.7 7.6 7.6

吐出圧 Mpa 0.86 0.86 0.86 0.95 0.95

適合ロックツールス
せん孔径 mm 64-89 64-102 64-102 64-115 64-115

ロッドサイズ T38/T45 T38/T45 T38/T45 T45/T51/T38 T45 /T51 /T38

アトラスコプコセコロックのロッド・ビット
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カザフスタンの銅採掘
カザクミスグループはジェズカズガン地方の3つ

の鉱山で、ローダーやトラックなどアトラスコプコの
機器を大量に使用する予定です。これは私たちがカ
ザクミスグループとの間で築き上げてきた強力な関
係を物語っています。（アトラスコプココンストラク
ション＆マイニングテク二ークビジネスエリア社長ビ
ヨルン・ローゼングレン）
ジェズカズガン・コンビナートはカザクミスグルー

プにとって、重要な地域です。カザクミスグループは
カザフスタン最大手の銅産出会社で、産出業者の
世界ランキングでもトップ10に入っています。

パナマの新しいセンター
中央アメリカとカリブの顧客からの高まる要望

に応えて、アトラスコプコはパナマにカスタマーセ
ンターを開所いたしました。アトラスコプコセント
ラルアメリカS.Aは、地下および明かり用のドリル
リグ、消耗品やパーツを販売するのみでなく、探査
用、土木用、地質工学用の機器、コンプレッサの
取り扱いも行ないます。この地域での重要なプロ
ジェクトの一つに、パナマ運河を広げることがあり
ますが、アトラスコプコは既にドリルリグの提供を
しています。

パワークラッシャー
最初のお客様
ルクセンブルグ： アトラスコプコ パワークラッ

シャーシリーズのクラッシャーとスクリーンが全世界
的に発売されてからわずか数週間で第1号機の
納入先が決まりました。ルクセンブルグの道路土
木建設会社、スコッターベルク・メルスドルフ社です。
同社ジェネラル・マネジャー ウベ・ビールダー氏

がパワークラッシャー 6の第1号機を受け取りまし
た。.  

パワークラッシャーの詳細は 14～17ページを
ご参照下さい。

インド ： このたび第100号機となる Boomer 
E2C が完成しました。このドリルリグは現在計
画中のインドの大規模掘削工事、シュリナガル・
ジャンムー高速道路のトンネル建設に使われま
す。この高速道路は道路整備計画の一環で、
ジャンムーカシミール州と他の州を結びます。
インド国立高速道路局（NHAI）が主催した
入札でILFS Ltd社が建設工事を落札しました。
その結果、レイフトン・コントラクターズインド社が
工事を請負うことになりました。同社は、オースト
ラリア最大のプロジェクト開発および土木建設
会社　レイフトン・ホールディングスグループの
一員です。 

チェナニ・ナシュリと呼ばれているトンネルは、
12月に工事が始まり2015年7月に完成する予
定です。主トンネルと並行して走る避難用トンネ
ルもヒマラヤ山脈の低層部に建設されます。こ
れは長さ9kmになりアジアで最も長いトンネル
の一つになります。

NHAIから同様な工事を落札したことのあ
るナバユガ・エンジニアリングカンパニー Ltd.も 
Boomer Eシリーズを使っています。

Boomer E2 C第1号機は2006年にオースト
リアの土木建設会社、PORR AGに納入されま
した。それ以降、20ヶ国以上の国々で使われて
います。 

	                        >>>>>   In brIEf  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

>>>>>   マーケットプレース  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

名誉あるプロジェクト : 上、Boomer E2 C 100号機は、ジャンムーカシミール州を
インドの他の地域に結ぶ手助けをします。 
左、100号機製造に関わった 2人のエンジニア : 二クラス・ラールソン（左）とマフメッ
ド・ベゴビック （リグにはバスケットも取り付けられます）

第 1号機の登場 : パワークラッシャー 6の第 1号機を
受け取るウベ・ビールダー氏（スコッターベルク・メル
スドルフ社ジェネラル・マネジャー）とアトラスコプコ
のマネジャー　ボーヨーラン・ヨハンソン（左）、クラ
ウス・ステベールとユージーン・チェン

フェイスブックに載る「いい顔」?
　アトラスコプコはフェイスブック
に新しいページを載せました。フ
ェイスブックのユーザで且つ、地
下掘削業、土木業に関心のあ
る方、業界関係者から未来のお
客様、メディア関係者から今後ア

トラスコプコに入社するスタッフに至るまで、全ての方 を々対
象にしています。フェイスブックファンの方は、アンダーグラン
ド用機械と活用に関する話し合いに是非ご参加ください。
（フェイスブックとはFacebook Inc.が提供する世界最大
のソーシャルネットワークシステムで、ユーザー数は世界中で
5億人を超えています）
下記にアクセスしてください：
facebook.com/AtlasCopcoUnderground

100台目の Boomer E2 C
インドの道路トンネルへ
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アトラスコプコ支社
詳細は最寄のアトラスコプコへお問い合わせください。

国名 所在地 電話番号
アルジェリア ゼラルダ +21 32 83 25 /26/27
アンゴラ ルワンダ +244 222-840165
アルゼンチン ブエノスアイレス +54 (0)11-47172200
オーストラリア ブラックタウン +61 (0)2-96219700
オーストリア ウィーン +43 (0)1-760120
ベルギー ブルッセル +32 (0)2-6890511
ボリビア ラパス +591 (0)2-2112000
ブラジル サンパウロ +55 (11)-34788200
ブルガリア ソフィア +359 (0)2-4893178
カナダ ソッドベリ +1 (0)705-6736711

ノースベイ +1 (0)705-4723320
チリ サンチアゴ +56 (0)2-4423600
クロアチア ザグレブ +385 (0)1-6111288
中国 北京 +86 (0)10-65280517

南京 +83 (0)25-85757600
コロンビア ボゴタ +57 (0)1-4199200
キプロス ニコシア +357 (0)22-480740
チェコ共和国 プラハ +420 225 434 002
コンゴ民主共和国 ルブンバシ +243 (0) 991 004 430
デンマーク グロストラップ +45 43454611
エジプト カイロ +20 (0)2-6102057
エストニア フィンランド　バンター +358 (0)20-7189300
フィンランド バンター +358 (0)20-7189300
フランス サントゥアン +33 (0)1-39093222
ドイツ エッセン +49 (0)201-21770
ガーナ アッカ +233 (0)21-774512
イギリス ハムステッド +44 (0)1442-222100
ギリシャ レンティス +30 (0)210-3499600
インド プーン +91 (0)20-30722222
インドネシア ジャカルタ +62 (0)21-7801008
イラン テヘラン +98 (0)21-66937711
アイルランド ダブリン +353 (0)1-4505978
イタリア ミラノ +39 (0)2-617991
日本 東京 +81 (0)3-57657890
カザフスタン アルマティ +7 (0)737-2588534
ケニア ナイロビ +254 (0)20-6605000
韓国 ソウル +82 (0)2-21894000
ラトビア フィンランド　バンター +358 (0)20-7189300
リトアニア フィンランド　バンター +358 (0)20-7189300
マケドニア スコピエ +389 (0)2-3112383
マレーシア セランゴール +60 (0)3-51238888
メキシコ トラルネパントラ +52 55 2282 0600
モンゴル ウランバートル +976 (0)11-344991
モロッコ カサブランカ +212 (0)22-600040
ナミビア ビントフック +264 (0)61-261396
オランダ ズイントレヒト +31 (0)78-6230230
ニュージーランド オークランド +64 (0)9 5794069
ナイジェリア アブジャ +234 7069686223
ノルウェー オスロ +47 64860300
パキスタン ラホール +92 (0)51-8356075
ペルー リマ +51 (0)1-4116100
フィリピン マニラ +63 (0)2-8430535 ～ 39
ポーランド ラジン +48 (0)22-5726800
ポルトガル リスボン +351 214 168500
ロシア モスクワ +7 (495)-9335552
サウジアラビア ジェッダ +966 (0)2-9633357
シンガポール ジュロン +65 6210-8000
スロベニア リュブリャーナ +386 (0)1-2342725
南アフリカ ウィットフィールド +27 (0)11-8219000
スペイン マドリッド +34 (0)916-279100
スウェーデン ストックホルム +46 (0)8-7439230
スイス スチューデン/ビール +41 (0)32-3741581
台湾 桃園 +886 (0)3-4796838
タイ バンコック +66 (0)-38562900
トルコ イスタンブール +90 (0)216-5810581
アラブ首長国連邦 ドバイ +971 4-8861996
ウクライナ キエフ +38 (044)4991871
アメリカ合衆国 デンバー　コロラド +1 800-7326762
ベネズエラ カラカス +58 (0)212-2562311
ベトナム ホーチミン +84 (0)8-38989638
ナンビア チンゴラ +260 (0)2-311281
ジンバブエ ハラールレ +263 (0)4-621761

日本の問い合わせ先：

アトラスコプコ株式会社
土木鉱山機械事業部
東京都港区芝2-13-4
TEL: 03-5765-7890
www.atlascopco.co.jp/
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アトラスコプコが大断面トンネル向け 
油圧ダイレクトコントロールリグを発表
～安全性、人間工学、高生産性に力点～
アトラスコプコは、安全性・人間工学・高生産性に重点を置いた油圧ダ

イレクトコントロールリグの新製品Boomer XL3 Dを発表、2010年11月の
Bauma Chinaに出展しました。

Boomer XL3 Dは、オペレーターと機械とのやりとり・相互作用に大きな重
点が置かれ設計開発されました。オペレータの近くにあった高圧ホースを減
らし制御システムを改良し作業空間は以前より静かになりました。
機械作業の停止を避けるためのRPCF（Rotation Pressure Controlled 

Feed force）を組み入れた油圧制御システムは、精度を増しより簡素化され、
人間工学に基づいた新コントロールパネルとともに安全面と生産性の両方
に強みを発揮します。また、サービス点検箇所によりアクセスしやすく設計さ
れています。

Boomer XL3 Dには、作業エリアの見通しを確保するために上下
1100mm調整可能なFOPS認定キャノピが使われています。オプションの
キャビンでは、内部の騒音レベルが80dB（A）未満に抑えられ、さらに、空調
設備により温度管理も可能な快適な作業環境が提供されています。
エンジンには、ダストや酸化窒素の排出を削減するため効率的なTier 3

エンジンが搭載されています。
また、生産性と掘削精度を向上させるため、オプションのFAM（Feed 

Angle Measurement）3も用意されています。これは、計画に合わせてオペ
レーターが正確に掘削し、掘削過剰や掘削不足を減らし、長時間の掘削を
可能にするものです。

Boomer XL3 Dには、優れた実績のあるCOP 1638、COP1838、
COP2238など、様 な々岩盤の状態に合わせてパワフルで信頼性のある広
範囲のロックドリルの装着が可能です。
（日本での販売は2011年以降）  

仕　様
総重量 42ton
走行速度 17km/h
さく岩機 COP1638/COP1838
ブーム BUT35
フィード BMH6000シリーズ
エンジン型式 Deutz TDC2013 L06 2V
定格出力／
回転数 173kW /2300rmp

電動モーター 55kW x 3台
必要電力 200kW
使用電圧 400-690V
必要水圧 2bar 
必要水量 300ℓ/min
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日々の作業を守るために
正確性を鉱山・土木技術に取り入れた国際的なトレーニングプログラムとその資格制度をはじめました
我々は豊富な経験と革新的な技術をこれからもずっと提供しつづけます
アトラスコプコはこれを
「Sustainable Productivity」（サステイナブルな生産性）といいます

www.atlascopco.com/rock

安全な毎日のために

写真撮影のためにヘルメットを脱着しています


